
P I C K  U P

はなぶさ保育園

健全な食生活を育んでいます。

食育推進活動

VOICE2019年度資格取得者

　園児さんと楽しくお勉強するこの食育体験ツアー
を運営するようになり、これから大きくなる子ども
たちに強く元気な身体作りができるよう学んでもら
うことの大切さを実感しています。
　また、31日は菜の日。クッキングサポートでも食
育インストラクターの知識を活用して、野菜の計量
クイズなどを実施しています。今後も多くのお客様
に食の大切さをお伝えできるように日々取り組み、
平和堂から5 A DAY の輪を発信できたらとてもう
れしいです。

食育インストラクターの声

　店内に設置している「クッキングサポートコーナー」では、お客様に

食べることの楽しさや大切さをご提案しています。また、カウンターの

前ですぐに参加できる小規模のものから、フードコートや空きスペース

を利用しての予約制イベント、「スタンプラリー」のように店全体を使っ

た企画まで、多くの子どもたちに参加いただき、楽しく学ぶことができ

ると好評です。

地域社会のために
つくします
平和堂は、地域社会の一員として、よりよい
社会をつくるための取組みに注力し、「環境」と
共存する会社を目指しています。

クッキングサポート
設置店舗数 28店舗

ファイブ･ア･デイ協会認定
食育インストラクター数

17名

お箸を上手に使って、
はとっぴーに

お寿司を食べさせてね。

開始前から仮装した子どもたちの
長蛇の列ができ、200名以上が

参加してくださいました。

「31日」には野菜の
メニュー提案や野菜クイズなど、

クッキングサポート全店で
取組みました。

クッキングサポート　キッズイベント

　座学だけでなく売場で商品を直接手に取って楽しく学ぶことのできる本ツアー

は、ご参加いただいた団体様からとても好評です。

　2019年度は、このツアー運営を担当する食育インストラクターを前年からさ

らに5名増やし、食育活動での地域貢献として取り組みました。2019年度は幼

保園の参加が増え、参加団体数が大幅に上回りました。

※1　５ A DAY（ファイブ・ア・デイ）食育体験ツアー
「1 日に 5 皿分 (350g) 以上の野菜と 200g の果物
を食べましょう！」をスローガンとして、園児（5
歳児）や児童（小学 3 年生）にバランスの良い食
事について学んでもらう食育体験プログラム。

5 A DAY（ファイブ･ア･デイ）食育体験ツアー※1
平和のハト平和堂のCSR活動

平和のハト

▲ハロウィン
　スタンプラリーで
　お菓子をゲット

▲夏休み
　身近にある「砂糖」で溶け方の実験

▲梅仕事
　梅を漬ける体験

▲ゴールデンウィーク
　野菜の切り口スタンプで
　お絵かき

▲節分
　巻き寿司を作ろう

▲箸の日（8月4日）
　お箸を上手に使おう

▲菜の日
　31日に野菜の計量クイズに挑戦

5 A DAY の輪を広げたい。
①季節のモチベーションに合わせたイベント
　（イースター、梅仕事、ハロウィン、お正月など）
②ゴールデンウィークや夏休みに学びを入れた体験
　（キッズお仕事体験、実験教室など）
③謂れの日や記念日などにちなんだイベント
　（箸の日、菜の日、節分など）

【イベントの種類】

◀
後日園児さん
手作りの可愛
らしい作品が
店舗で展示さ
れました。

▲（大垣市）安井幼稚園の皆さんと

▲当日のインストラクターは食品副店長の
　尾中克匡先生。（現・フレンドマート土山店 店次長）

▲可愛いランチョンマットのお土産ももらって、最後に全員で記念撮影。
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▶ 「５ A DAY 食育体験ツアー」 参加者数の推移
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　京都市にあるはなぶさ保育園さんに初めてツアーにご参加い
ただきました。うちゅう組・ちきゅう組の年長さん35名がアル・
プラザ醍醐で楽しくお勉強しました。

お勉強した内容から与えら
れるミッションに沿って、売
場でお野菜・果物を探すお
買い物ゲーム。決められた
予算内でお買い物できた
かドキドキ。

まずはみんな
でDVDを視聴
します。

食べ物は働き方によっ
て３つの部屋に分かれ
ることをしっかりお勉強
（三色食品群）。特に緑
のお部屋（野菜・果物）
を重点的に、詳しく教え
てもらいます。

最後は楽しい
なぞなぞゲーム。

こんな切り口

してるんだ！

こんな切り口

してるんだ！

野菜の
計量クイズ
野菜の
計量クイズ

31

アル・プラザ堅田
出野 万里子先生

アル・プラザ長浜
草野 玲好先生

CSR推進室
古池 眞人先生

アル・プラザ鶴見
臼井 ゆか先生

アル・プラザ栗東
村田 香織先生

食育推進活動 ［アル・プラザ醍醐 2019年7月8日(月)］

たべるのおはなし教室
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エコピースクラブ
参加児童数

7,200名　スーパーで働く人や仕事について調べる校外学習の場として、店舗では多くの学

校を受け入れていますが、店舗見学と同時に、店舗が取り組む「エコ」について学

べるよう、これまで活用していた教材を一新。リサイクルに特化した内容から、幅

広く店舗について調べられるものに変更し、2019年度は参加団体が大幅に増えま

した。

エコを楽しく学習
子ども環境学習「平和堂エコピースクラブ」

平和のハト

　メーカー様・お取引先様協同で開催する産地収穫体験や料理教室。

2019年度は台風などの天候の影響で一部が中止になったものの、多くの

方がこの体験に参加されました。親子で参加する収穫体験は、生産者か

ら聞く「育てる苦労」を知ることで食べ物への感謝の心を育み、その後

の食卓にも変化をもたらすような貴重な経験になっています。

産地収穫体験

▲みかん収穫体験

▲すいか収穫体験

しいたけ収穫体験▶

2019年度収穫体験・料理教室

参加者数349名

▶ 「エコピースクラブ」参加者数の推移
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　2019年8月3日(土)に、平和堂本部において「HATOC夏祭り」を開

催しました。本部前の駐車場を利用した会場では屋台

や縁日を準備し、メインステージでは様々なイベントが

催されました。

　猛暑の中でしたが昨年を上回るお客様にご来場いた

だき、縁日や盆踊りを楽しんでいただきました。

地域の皆様と交流
地域コミュニケーションの推進

　2019年2月15日にオープンしたフレンドタウン交野では、「地域密着型

ショッピングセンター」をコンセプトとした「毎日イベント」を開催してい

ます。地元を中心としたパフォーマー達の発表や、写真展示、お客様参加

型のイベントなどを開催することで、より地域に根差したショッピングセン

ターを目指しています。また、警察・消防・交野市などとも連携し、イベ

ントを通して啓発活動の推進にも役立てています。

HATOC夏祭り

地域密着店舗、フレンドタウン交野

HATOC夏祭り
参会者数 7,000名約

多くの地元の方々に
ご参加いただきました。

▲リニューアルした教材

▲手づくりサンドイッチ教室

▲ベビーオイルマッサージ～てとて～

▲七夕ダンスフェスティバル

▲ココロワワークショップ

▲フレンドタウン交野
　イベントカレンダー

　 　　　　　　　　　　　内　容 　　場　所 人数

  3月16日 日生かき剥き体験・播磨フレッシュでのかき加工工場の見学 岡山県 16組39名

  5月18日 第11回　月桂冠稲作体験 1回目 滋賀県彦根市 12組35名

  6月15日 JAグリーン近江きゅうり・玉ねぎ収穫体験&料理教室 滋賀県近江八幡市 12組29名

  6月16日 金沢すいか収穫体験 石川県金沢市 15組32名

  9月21日 月桂冠稲作体験　2回目 滋賀県彦根市 11組30名

10月27日 第7回　大塚製薬大豆収穫体験 滋賀県蒲生郡 21組79名

11月16日 みかん収穫体験 和歌山県 17組37名

11月23日 南山城村したいけ収穫体験&バーベキュー教室 京都府相楽郡 15組34名

12月  7日 宝酒造・紀文おせち料理教室 京都府京都市 17組34名

●手づくりサンドイッチ教室
「食育」に重点を置かれている山崎製パン様による
手づくりサンドイッチ教室。毎月、応募が殺到する
人気の企画です。

●七夕ダンスフェスティバル
100人を超えるダンスキッズが集まって開催した
七夕ダンスフェスティバル。200人を超える観客が
集まりフレンドテラスは満員に！最後はみんなで
記念撮影。

●ベビーオイルマッサージ～てとて～
乳児向けオイルマッサージ教室の開催。同じ年代
の子どもをもつママたちが集まるコミュニティの
場としても活躍。フレンドタウン交野には小さなお
子様づれがたくさん来られます。

●ココロワワークショップ
社会福祉法人かたの福祉会様と企画した「ココロ
ワワークショップ」。さをり織り、ハンカチ草木染、
ペーパーバッグ工作などを体験でき、社会貢献の
一環にもなっています。

●ふれあい写真展
地元の写真家たちの展示の場として「ふれあい写
真展」コーナーの設置。月替わりでデジカメ同好
会、地元野鳥の会など現在4団体が参加してくれて
います。

【イベントの一部をご紹介】

　各地の平和堂店舗で、地元の夏祭りに参加させていただいたり、店内

で縁日を企画したりと、地域の皆様と楽しく交流させていただきました。
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　県内外問わず、ビワイチ※2の参加者が年々増えている中、

サントリー様と滋賀県様のご協力のもと、初心者向けの「親

子ビワイチ体験教室」を春休み期間に開催しました。自転

車の乗り方やマナーなど基礎知識を学べる体験教室となっ

ており、この体験教室を足掛かりとしてビワイチ人口増加

促進に貢献しています。
※2　ビワイチ
自転車で琵琶湖を一周する、略してビワイチ。走行距離は200km。琵琶湖
岸の景色を楽しみながら走行できる爽快感、雄大な琵琶湖を走破したとい
う達成感が味わえます。
滋賀県では観光交流局に「ビワイチ推進室」を設置し、より多くの方にビワ
イチを安全・安心に楽しんでもらえるように取り組んでいます。

　平和堂では1974年から「平和堂ママさんバレーボール大会」を開催しています。

46回目となる2019年度は9月8日（日）、完成して間もない「くさつＹＭＩＴアリー

ナ」において決勝日を迎え、４月の地区予選から勝ち上がった知事杯の部８チー

ム、若ハト杯の部４チームが優勝旗を争いました。

　ラリーの応酬、熱戦につぐ熱戦の結果、知事杯の部は「富士見」、若ハト杯

の部は「綾華クラブ」が優勝。各３位までのチームには、平松社長から表彰状、

トロフィー、記念品が授与されました。

第46回知事杯・第28回若ハト杯平和堂ママさんバレーボール大会

　1985年に始まったこの大会は国内屈指の綱引大会で、平和堂は第１

回目から協賛しています。2020年2月16日（日）に開催された第36回大

会では、北陸、関西、中京エリアから多くのチームが参加。平和堂からも、

アル・プラザベルとショッピングシティベルの合同チーム、そしてアル・

プラザ鯖江がエントリーしました。試合開始とともに会場は熱気につ

つまれました。

第36回平和堂カップ福井綱引大会

平和のハト

スポーツ支援

参加者数1,577名
（116チーム）

参加者数1,110名（74チーム）

当日参加者

46名

▲平松社長からメダル授与

▲ちびっこ健康マラソン大会

◀ラリーが続く決勝戦

◀応援に駆け付け、開会式で挨拶
　（甲西中央店 衣住次長 岩井哲也）

▲親子ビワイチ体験参加者の皆さん

▲開会式であいさつする平松社長

◀ベルチームは見事、決勝トーナメントへ進出しました。

▲熱戦が繰り広げられた大会

◀大阪大学中之島センター
　にて行われた表彰式の様子

　2020年2月16日（日）、滋賀県湖南市総合体育館にお

いて第29回「平和堂カップ」春の全国小学生ドッジボー

ル選手権の滋賀県予選大会が開催されました。滋賀県

内の参加クラブチームは６チームと少ないものの、どの

チームも優勝経験のある強豪クラブで、広島市で行われ

る全国大会出場を目指して熱戦が繰り広げられました。

また、近隣の平和堂店舗を代表して甲西中央店の岩井

次長が開会式に駆け付け、選手を激励しました。

第29回「平和堂カップ」春の全国小学生ドッジボール選手権　滋賀大会

第1回サントリー × 平和堂　親子ビワイチ体験教室

　平和堂は2009年からびわこ成蹊スポーツ大学が実施する「びわ

スポキッズプログラム」に協賛しています。このプログラムは、子

どもたちの「スポーツの芽」を育むため、4歳児から小学3年生を

対象に、びわこ成蹊スポーツ大学の学生キッズリーダーが子ども

たちにスポーツの育成を行うものです。幼稚園・保育園への巡回

指導や、年数回のフェスティバルを滋賀県下で実施されています。

びわスポキッズプログラム

　平和堂はBリーグ（国内男子バスケットボールリーグ）で活躍する滋賀レイク

スターズのオフィシャルパートナーとして協賛、互いに連携し地域のお客様との

交流の輪を広げ、県内のバスケットボール年少競技者を支援しています。

　毎年、シーズン終了後にはお客様とのふれあいイベントを開催しており、今季

は県内の店舗および小学校において合計5回のイベントを開催し、延べ800名

のお客様に参加いただきました。

滋賀レイクスターズ×平和堂　2018-2019シーズンオフイベント活動

元気に走り回る子どもたち▶

▲滋賀レイクスターズの選手とのふれあい体験

P I C K  U P

　関西広域連合と関西経済連合会により創設された「第1回関西スポー

ツ応援企業表彰」にて「地域振興賞」を受賞しました。平和堂は「滋賀県

知事杯争奪平和堂ママさんバレーボール大会」や「平和堂カップ福井綱

引大会」の開催など、地域とともに社員も運営支援や大会に参加し、継続

して取り組んでいる点を評価いただきました。

P I C K  U P

　2018年3月から、平和堂はサントリーフーズ株式会社様、

サントリー酒類株式会社様と協働して、滋賀県内全店舗をビ

ワイチの「サイクルステーション」として登録しています。登録

に伴いビワイチプロジェクトを推進し、滋賀県と連携した活

動を実施しています。

　また、平和堂の一部の店舗では「サイクルステーション」の

設置だけでなく、店内に観

光マップやお土産品など

を展示し、おすすめの地元

情報もご提供しています。

▲平和堂今津店の地元高島紹介コーナー

地域コミュニケーション活動

「第1回 関西スポーツ応援企業表彰 地域振興賞」受賞

地域コミュニケーション活動

ビワイチ「サイクルステーション」を
設置し、観光を楽しむ方をサポート
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応募総数1,411名
　平和堂は「食育」をテーマに開催されるこの大会の趣旨に

賛同し、本大会がスタートした 1984年から滋賀県代表として

大会運営を行っています。11月2日に開催された大会では35

回目の節目を迎え、記念企画として「親子伴走（未就学児）」

を本競技前に行い、次年度への参加促進に繋げました。

第35回S&B・平和堂杯　ちびっこ健康マラソン大会※1

※1　ちびっこ健康マラソン大会
「美味しく食べる、よく運動する、それによって真の健康が得られる」という「美味
しさと健康」の理念に基づき、「21世紀を担う人づくり」をテーマに、スポーツを
通じて心身ともに健康な子ども達を育成しようと、1984年より全国約40か所で大
会が開催されています。



平和のハト

参加者115名

平和の森づくり
参加者数延べ531名

一次エネルギー使用量
［原単位(営業時間x営業面積)］

2.47％削減（昨対比）

　平和堂では、生物多様性保全の一環として、平和堂グループの社員とその家

族のボランティア参加による森林保全活動「平和の森づくり」を福井県、滋賀

県、京都府、岐阜県の4府県5か所で展開しています。

　2019年度は間伐材の有効利用をテーマに、福井泰澄の杜で2回、京都湯船

森林公園で2回、岐阜池田山で1回、滋賀県では東近江愛郷の森とびわ湖地球

市民の森で各1回の合計7回活動を行いました。

地域の森林保全「平和の森づくり」
環境保全への取組み

　現在130か所を超えた滋賀県内の子ども食堂※1を、2017年から継続し

て支援をしています。滋賀県社会福祉協議会を通じて、年2回、平和堂商

品券を贈呈するとともに店頭募金を合わせて寄附支援しています。2019

年度は、平和堂から約600万円の商品券と店頭募金約95万円を各子ども

食堂の開催回数に応じて配分し、必要な食材等の購入に活用いただきま

した。

　平和堂とサントリー様、滋賀県様が一体となり、琵琶湖清掃活動と募金活動

を実施しています。この活動は2008年から続けている「マザーレイク滋賀応援

キャンペーン」の一環として実施しており、地域社会への貢献とともに、子ども

たちの環境教育に繋げています。2019年度は、前年度より多くの方に参加いた

だきました。

第2回サントリー × 平和堂　湖岸清掃活動

 　「お茶で琵琶湖を美しく」をキーワードに、伊藤園様が行うヨシ刈り

体験が滋賀県守山市の湖岸で開催されました。イベントには三日月大造

滋賀県知事や宮本和宏守山市長をは

じめ、伊藤園社員の方やお客様など

300名以上、平和堂からも平松社長

をはじめ社員10名が参加しました。

当日は、手鎌を使って2メートルを超

すヨシを刈るなど、皆さん気持ちの

いい汗を流しました。

伊藤園× 平和堂　伊藤園びわ湖ヨシ刈り体験

※1　子ども食堂
貧困家庭や孤食の子どもに対し、食事や安心して過ごすことのできる場所を提供することを目的
に始められた社会活動で、最近では地域のすべての子ども、親、地域の大人など、対象を限定し
ない食堂も増えています。地域のボランティアなどで運営し、公民館等の公的施設で月1～2回程
度開催の食堂が多いです。

　2019年度は、既存店舗の蛍光灯のLED化を集中的に取り組みまし

た。これまでは効率の悪い水銀灯、FL/FLRを中心に行ってきました

が、本年度より、高効率なFHFも対象に加え、LED化を進めています。

　また、昨年に引き続き、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金を

利用し、Ａ重油を利用した空調設備を電気式の空調設備に更新し、フ

ロン対策として新型高効率冷蔵冷凍

ケースの更新、新型節水器他の導入

を進めました。

地球温暖化防止に
努めています。

低炭素社会の実現

▲平和の森づくり（池田山）

100,000

50,000

150,000

200,000
（t-co2）

0

40,000

20,000

60,000

80,000

100,000 0.020

0.015

0.016

0.017

0.018

0.019

（KL） （KL/ｈ-ｍ2）

0

79,327 79,414

0.01626 0.01624

77,502

0.01649

▶ 一次エネルギー年間使用量の推移
　（電気・ガス・石油類を原油量に換算）

20162015 2017 2018 2019（年度）

75,655
原単位使用量

0.01642
KL/ｈ-ｍ2

KL

総使用量

▶ CO2排出量の推移

20162015 2017 2018 2019（年度）

157,796
t-co2

169,401 162,235 160,827 157,406

76,466

0.01656

（大人59名、子ども56名）

▲甲賀市の17の子ども食堂作成の歌「大好き♡子ども食堂」発売、CDの販売代金の一部は子ども食堂へ寄付

▲第5回子ども食堂支援寄附金・店頭募金の贈呈

滋賀県内の子ども食堂を支援

環境保全活動

▲間伐材を活用して遊歩道の整備

　福井県丹生郡越前町にある泰澄の杜での「平和の森づくり」

活動は2009年から毎年2回実施しており、2019年度には10

周年を迎えました。これを記念して福井県から「美しいふるさと

づくり功労賞」の森づくり部門で知事表彰を受賞しました。

P I C K  U P

◀「平和の森・池田」に参加した皆さん（2019年11月6日）

▲北陸営業部部長 北川嘉嗣

▲更新した冷媒機

「平和の森づくり」活動

「美しいふるさとづくり功労賞〈森づくり部門〉」受賞
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◀▲清掃活動風景

◀▲ヨシ刈り体験風景



平和のハト

府県別お買い物
袋持参率

全154店舗（平均）77.7%

2019年度
レジ袋削減枚数

ドラム缶

19,347万枚
15,588本分

　平和堂は一部地域を除いて、環境保全活動の一環として食品売場のレ

ジ袋の無料配布中止に協力しています。有料で販売したレジ袋の販売収

益金は府県の緑化推進会などに寄附し地域の小学校や幼稚園の緑化に

役立てていただく「平和の緑づくり」活動が広がっています。

　2019年度は、大阪府へも活動が広がって茨木市内の２か所のこども園

で植樹を行い、滋賀県6か所、石川県2か所と合わせて合計10か所で緑化

活動を実施しました。

亀岡市レジ袋無料配布中止
お買い物袋持参運動

循環型社会の実現を目指しています。
循環型社会への貢献

▶ お買い物袋持参率とレジ袋削減量の推移

20162015 2017 2018 2019（年度）

19,347平和堂持参率

77.7

万枚

レジ袋削減枚数

18,468

72.8

18,478

73.5

18,244

73.5

18,759

76.1
%

10,000

5,000

15,000

20,000
（万枚）

00

25

75

100

50

（%）

有料化
地域

無料
地域 持参率（％）

兵庫県
3店舗

京都府
18店舗

滋賀県
75店舗

福井県
6店舗

石川県
7店舗

富山県
2店舗

岐阜県
7店舗

愛知県
15店舗

87.3％

86.9％

86.7％

85.1％86.2％

45.3％

大阪府
21店舗

88.3％

60.1％

63.0％

原油を節約原油を節約

P I C K  U P

　廃棄物のリサイクル率を向上させ、最終廃棄処分

量を削減するために、廃棄物の総発生量・リサイク

ル量・最終処分量を管理しています。

　2019年度の発生量は38,873ｔで、前年に比べ

6,239ｔ増加しましたが、リサイクル量も6,370t増

加（30,191t）、最終処分量は131t減の8,683t、リ

サイクル率77.7%でした。

廃棄物の削減

　自社施設「平和堂リサイクルセンター」にて、資源の有効活用に取り組

んでいます。ここでは、店頭回収したペットボトルや納品用ハンガーなど

のプラスチック類、不要になった不燃物などを回収し、プラスチック・金

属・ガラスなど、種類ごとに手選別で解体・分別しています。

　分別されたものは固形燃料（RPF）化等の処理をしてリサイクルされ

ており、特にプラスチック類は、素材ごとに破砕処理することで、リサイ

クル率を向上させています。

　2019年度のリサイクル率は、91.5％で1,264tを資源として再活用で

きるようにしました。

平和堂リサイクルセンター

　店舗で発生する食品廃棄物の抑制に取り組むとともに、食品リサイク

ルを推進しています。

　2019年度は従来の魚アラ、野菜・果物くずに加え、一部エリアでデリ

カくずのリサイクルも開始しました。

　この食品リサイクルにより堆肥化された野菜くずは「循環エコ野菜」

に活用されるほか、リサイクル飼料として、畜産にも利用されています。

年間の食品廃棄物の発生量は前年340t減の6,759t、リサイクル率

62.7%でした。

食品リサイクル

　地域のリサイクル活動に貢献できるよう、店頭に専用回収BOXを設

置し、使用済みの牛乳パック、食品トレイ（発泡・透明）、ペットボトルの

回収を行っています。

　また、リサイクルステーション（えこすぽっと、Rステーション、ecoひ

ろば※1は新たに1店舗増え、現在59店舗まで拡大しました。お客様が持

参された資源の重量に応じて専用カードにポイントが加算され、500ポ

イントで平和堂商品券と交換することができ好評です。

店頭での容器回収とリサイクルステーション

リサイクル率77.7%平和堂リサイクルセンター
リサイクル率91.5%

▶ 食品リサイクル量の推移

2015 2016 2017 20192018 （年度）
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7,998

3,465

4,533

56.7

62.7%
7,417

2,821

4,596

62.7

7,099

2,676

4,423

62.3

VOICE

　2020年2月5日、茨木市の店舗を代表して、花
たちばな認定こども園の植樹式典に出席し、27
名の園児といっしょに園の名前にちなんで「たち
ばな」の苗木を植えまし
た。植樹後は、NPOボラ
ンティア様と一緒に木々の
大切さを学ぶこども教室
にも参加し、寒い中でも元
気いっぱいの子どもたちに
パワーをもらったような楽
しい植樹式でした。

店長の声

子どもたちの明るい未来を
願いながら

真砂店 店長

上門 昭一郎

◀花たちばな認定こども園
　の子どもたち

　2019年6月28日、京都府亀岡市からの呼びかけに応え、

「亀岡市におけるエコバッグ等の持参及びレジ袋の大幅削減

の取組みに関する協定」を締結し、同年8月20日よりアル･プ

ラザ亀岡の食品売場におけるレジ袋の無料配布を中止しま

した。京阪地域においては、京都市、大阪府北摂地区に続い

て３例目となり、レジ袋有料化によるマイバッグ持参の取組

みの輪が増々広がってきています。

　2019年度の平和堂全店におけるお買い物袋持参率は、昨

年を1.6ポイント上回りました。また、エコバスケットは

12,249個販売しました。

※1　ecoひろばは、5,000 ポイントで平和堂商品券と交換になります。

2015 2016 20192017 2018 （年度）

▶店頭回収量の推移

食品トレイ（発泡トレイ＋透明トレイ）

ペットボトル牛乳パック

1,500

1,000

500

2,000

2,500

（ｔ）

0

3,000

262

1,316

632

256

1,047

690

2,210
1,993

256

1,579

681

2,516

207

1,699

632

2,538

ｔ

ｔ

ｔ

2,781ｔ

▶リサイクルステーション回収実績（2019年度）

▲古紙 ▲ペットボトル
▲アルミ缶
　スチール缶

t10,862 t473 t329

「平和の緑づくり」活動

新たに大阪府に拡大

3938 HEIWADO CSR REPORT 2020



平和のハト

　平和堂は、環境の国際規格（ISO14001）の認証を本部および全店で認証取得しており、社

長をトップとした組織体制で環境マネジメントシステム(EMS)を運用しています。2019年

度は8項目全てにおいて、目標を達成しました。

　社会情勢や取り巻く環境の変化に対応しながら、循環型社会に貢献していけるようさらな

る取組みを進めていきます。

　平和堂では、環境保全のための投資や費用を定量的に管理し、その効果を金額として

把握することで、取組みの一層の効率化を図るとともに、合理的な意思決定を行うための

環境会計に取り組んでいます。

全店でISO14001の認証を取得しています。
環境マネジメント

環境に配慮した経営を効率的に推進しています。

環境会計

集計範囲 株式会社平和堂（単体） 対象期間 2019年2月21日～2020年2月20日

目標を大幅に上回る 目標達成 目標未達 目標を大幅に下回る

環境配慮型商品の販売拡大
環境セレクトの御奉仕高向上
環境セレクトの認知度向上

一次エネルギー使用量の削減
(電気・ガス・石油類)
エコストア省エネ設備導入推進
(原単位)2019年度対比

配送車両の使用燃料の削減
センター配送便数2019年度対比　　　　　　

（１店舗あたり月平均）

水道使用量の削減
(原単位)2019年度対比

紙の使用量削減
コピー用紙・ＰＯＰ用紙使用枚数
2019年度対比既存店総枚数/枚

生ゴミのリサイクル率の向上
生ゴミ・魚アラ・廃食油リサイクルの推進

平和堂エコピースクラブの拡大
子ども環境学習への参加団体の増加

環境配慮型商品の販売拡大
　環境セレクトの御奉仕高向上
　環境セレクトの認知度向上
　2018年度実績 131億円

一次エネルギー使用量の削減
(電気・ガス・石油類)

エコストア省エネ設備導入推進
2018年度対比(原単位)kwh/h･㎡

配送車両の使用燃料の削減
センター配送便数2018年度対比　

（１店舗あたり月平均）

水道使用量の削減
 2018年度対比(原単位)㍑/h･㎡

CO2排出量の削減
2018年度対比（原単位）

生ゴミのリサイクル率の向上
2018年度実績 62.0%
(魚アラ･廃食油リサイクル等)

平和堂エコピースクラブの拡大
子ども環境学習への参加団体の増加
2018年度実績96団体

環境に配慮した
商品づくりと

提供を推進します

省エネルギー・
省資源を

推進します

地球温暖化防止の
ため、CO2排出量

を削減します

廃棄物の削減と
資源の有効活用に

取り組みます

地域社会の
環境保全活動を

支援します

2019年度目標環境方針 2020年度目標2019年度実績

13,880,583千円
(昨年比：105.7%)

0.070kwh/h･㎡
2.47%削減(原単位)

(昨年：0.072kwh/h･㎡)

累計便数
平均 169便
3.8%削減

0.318㍑/h･㎡
3.01%削減(原単位)

49,161千枚
2.3％削減

35,738t-CO2/h･㎡
1.15%削減

59.0%
（昨年比95.2％）

133億円

1%削減

1%削減

1%削減

1%削減

1%削減

62.6%

117団体
（昨年比121.9％）

100団体

140億円

1%削減

1%削減

1%削減

1%削減

1%削減

紙の使用量削減
コピー用紙・ＰＯＰ用紙使用枚数
2018年度対比既存店総枚数/枚

63.0%

120団体

環境パフォーマンス指標（単位） 2018年度 2019年度分　類

電気使用量（MWh）

レジ袋使用削減枚数(千枚)

牛乳パック回収量(t)

食品トレイ回収量(t)

ペットボトル回収量(t)

ガス使用量（千m3）

重油・灯油使用量（kl）

軽油使用量（kl）

水道使用量（千m3）

CO2排出量（t-CO2）

廃棄物総排出量（t）

廃棄物最終処分量（t）

排水量（千m3）

279,043

2,606

1,486

4,787

1,487

157,796

38,873

8,683

1,487

193,467

275

678

1,828

280,149

2,848

1,579

5,241

1,508

157,406

32,634

8,814

1,508

187,586

207

632

1,699

事業活動に投入する
資源に関する効果

事業活動から排出

事業活動から産出
する財・サービス
に関する効果

する環境負荷及び
廃棄物に関する効果

環境パフォーマンス指標（単位） 2018年度 2019年度

2018年度 2019年度

分　類

店頭回収品リサイクル売却益

有料レジ袋収益金

省エネ設備導入効果

お買い物袋持参推進による
レジ袋費の節減

レジ袋使用減による容リ法再商品化
委託料の節減

リサイクル推進による廃棄物処理費
の節減

  42,286

11,405

149,196

432,585

46,294

16,306

698,072

  37,831

11,025

115,325

464,584

45,890

9,310

683,965

収　益

費用節減

合　計

効果の内容

①事業エリア内コストに対応する効果

②上・下流コストに対応する効果

（1）
事業
エリア内
コスト

（2）
上・下流
コスト

（3）
管理活動
コスト

（4）
研究開発
コスト

（5）
社会活動
コスト

（6）
環境損傷
対応コスト

（1）-1
公害防止
コスト

（1）-2
地球環境
保全コスト

（1）-3
資源循環
コスト

合　計

主な取組み
内容 費用額

1,123,644894,500 2,040,005

1,825,167

138,908

828,011

858,248

168,187

30,654

15,997

̶

̶

60,169

60,169

 24,400

23,694

12,075 

 

 

 

̶

̶

894,500

 

881,930

 

 

 

 

̶

̶

投資額

2019年度
分　類

費用額

2018年度

投資額

空調設備・排水設備
の管理・検査ばい煙
測定・微量PCB調査
費

省エネ設備（空調･冷
凍機･照明）導入
フロン回収破壊費

廃棄物のリサイクル・
処理費リサイクルセ
ンター運営費

容器包装リサイクル
法再商品化委託料・
お買い物袋持参エコ
ポイント費

ISO審査登録コスト・
専任者人件費
社員教育・CSR報告
書作成費

平和の森づくり・有料
レジ袋収益金寄附
環境展出展・子ども
環境学習

内

　訳

（単位：千円）

（単位：千円）

▶2019年度の実績と2020年度の目標 ▶環境保全コスト ■環境保全効果

■環境保全対策にともなう経済効果CO2排出量の削減
(原単位)2019年度対比

938,393

143,969

800

793,624

138,815

32,017

14,419

̶

̶

12,570
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